




The Complex of Grammatical Categories 
in the Predicate Constitutions Inc1uding Negative Elements: 
A Case Study of Little Lord Fauntleroy 







































































①「女学雑誌J227号から 299号まで，休載 (238-265号)を挟んでの， 45回の連載。
(明治23(18卯)年8月23日一明治25(1892)年l月9日)
7 原著はLitleLord Fauntleroy I by Frances Eliza Hodgson Burnett I New-York: Charles Scribner・sSons. 1886 
8 r偶害恩軒居士『小公子jを積むJ(r郵便報知新聞J明治24.1.15)で以下のように述べている。
「…余は第ーに語晶、英文を積むの容易なる猶ほ父母の手紙を積むがごときに感ず世間域品男子にして尚且





































-It 頁 章立て (初版本ー女学維健社) ゐ(全鍋本・鱒文館)
年 月 日 始 終 M24(1891). 10.28 M30(1897). 1. 26 
8 
23 227 49 52 官1周 時十 第1回 第1固30 228 74 78 ( 1-28) ( 1-20) 
自 229 98 103 
片言 第2回13 230 127 131よ 第2回9 20 231 155 157 (29-67) 第2閏
M23 27 232 182 186よ
時 (20-70) (1890) 4 233 211 213 第3固1 234 238 240 第3回 (68-101) 10 18 235 266 268 
25 236 293 295 μ主L 第3固
第4回 (70-80) 1 1 237 321 323 (下) 第4回
5 23 266 425 428上 H事 (102-152) 第4固30 267 451 454よ 第5固 (80-105) 8 268 477 481上
6 13 269 505 508 建20 270 537 540上 第5固 第5回27 271 556 560 第6回4 272 588 592上 (153-207) (105ー143)
7 1 273 615 618 
18 274 637 641 
震25 275 663 667よ 第6回 第6固276 7 1 第7固 (208-272) ( 143-189) s 277 31 35 8 15 278 57 62 
22 279 85 89上 第8固 任去 第7固29 280 108下 112上 (189-204) 
M24 5 281 138 142上 第9固 暗ト 第8固(1891) 12 282 160 165よ (204-222) 9 
19 283 186 189上 」(里乙L) 第9閏26 284 224 227 第10固 (222同 235)
3 285 246 248 
書10 286 268下 272よ 第10回10 17 287 299 302 第1回24 288 320 324上 (235-271) 31 289 354下 358上
7 290 375下 378 
哩包〔亙L 
第1固
14 291 404下 407 第12固1 
21 292 425 428 
(272・292)
28 293 451 455上 第13固 4(旦乙L) 第12回5 294 476 481上 (292-311) 
12 12 295 504 506 第14回 日豊 i型第主13鐙固12 19 296 528下 531上
26 297 558 562上 箪1堅固 皇1生直(321-330)
44 5 



































N。 述騒音事否定 用例敏 4也‘ i_ J ..‘ T:' の/ニと T寧 T ‘且 ， T寧 絡助飼
ませんかった 138 • • • 2 ませんでした 6 • • • • 3 ませんのでした • • • • • 4 なかったんです 6 • • • • 5 ないのでした 9 • • • • e なかった(の/ん)でした s • • • • • 
7 ますまい 11 • • • 8 ませんだろう • • • 9 ませんでしょう • • • • 10 ませんかったでしょう • • • • • 11 ませんでしたろう(よ) 2 • • • • • • 12 なかろう(って} 2 • • • 13 ないでしょう • • • 14 ないんでしょう • • • • 15 なかったでしょう 2 • • • • 16 なかったのでしょう • • • • • 17 ないようですよ • • • • 18 ぬのでしょうか • • • • • 
19 れない{ね/よ) 2 • • • 20 れぬのでした • • • • • 











う形が安定していく過渡期の丁寧・否定・過去のー形式が「ませんかったJであり， F. Evrard 



























































































































































































































































安田 尚道 (2∞8)rませんかったjは横浜言葉か?ー『ませんかった』の昔と今H国語詩集史の研究 二十七J
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